
(57)【要約】

　【課題】　簡素な構造でありながら必要とする全体的

な強度とホース抜け防止機能を同時に達成する。

　【解決手段】　ニップル１の先端側外周面１ａに沿っ

て、ホース接続端部Ｈ１が挿着されるスリーブ２の内筒

部２ｂを嵌挿して重ね合わせることにより、この重ね合

わせ部分Ｓが他の部分に比べて補強され、該重ね合わせ

部分Ｓと隣り合うニップル１の基端側を拡径してスリー

ブ２をニップル１の基端側へ後退不能に係止させること

により、ホースＨにその抜け方向へ力が作用してもスリ

ーブ２と共に後退しないと共に、ホース接続端部Ｈ１の

外周面Ｈ４を内方へ締め付けて、その内周面Ｈ２をニッ

プル１の先端側外周面１ａとスリーブ２の内筒部２ｂと

の重ね合わせ部分Ｓに圧接させたまま保持することによ

り、ホースＨを強く締め付けても補強された重ね合わせ

部分Ｓは変形しない。

　【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ホ ー ス （ Ｈ ） の 接 続 端 部 （ Ｈ １ ） に 円 筒 状 の ニ ッ プ ル （ １ ） を 差 し 込 ん で 圧 接 さ せ 、 こ の
ニ ッ プ ル （ １ ） の 先 端 に 他 の 機 器 と 連 結 す る 接 続 具 （ ３ ） を 設 け た ホ ー ス 接 続 構 造 に お い
て 、
　 前 記 ニ ッ プ ル （ １ ） の 先 端 側 外 周 面 （ １ ａ ） に 沿 っ て 、 ホ ー ス 接 続 端 部 （ Ｈ １ ） が 挿 着
さ れ る ス リ ー ブ （ ２ ） の 内 筒 部 （ ２ ｂ ） を 嵌 挿 し て 重 ね 合 わ せ 、 こ の 重 ね 合 わ せ 部 分 （ Ｓ
） と 隣 り 合 う ニ ッ プ ル （ １ ） の 基 端 側 を 拡 径 し て ス リ ー ブ （ ２ ） を ニ ッ プ ル （ １ ） の 基 端
側 へ 後 退 不 能 に 係 止 さ せ る と 共 に 、 ホ ー ス 接 続 端 部 （ Ｈ １ ） の 外 周 面 （ Ｈ ４ ） を 内 方 へ 締
め 付 け て 、 そ の 内 周 面 （ Ｈ ３ ） を ニ ッ プ ル （ １ ） の 先 端 側 外 周 面 （ １ ａ ） と ス リ ー ブ （ ２
） の 内 筒 部 （ ２ ｂ ） と の 重 ね 合 わ せ 部 分 （ Ｓ ） に 圧 接 さ せ た ま ま 保 持 す る こ と を 特 徴 と す
る ホ ー ス 接 続 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 ニ ッ プ ル （ １ ） を 肉 厚 が 薄 い 円 筒 状 に 形 成 し た 請 求 項 １ 記 載 の ホ ー ス 接 続 構 造 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 ホ ー ス 接 続 端 部 （ Ｈ １ ） の 外 周 面 （ Ｈ ４ ） の 締 め 付 け で 、 ニ ッ プ ル （ １ ） の 基 端 縁 よ
り も 後 方 に 配 置 さ れ た ホ ー ス 内 面 部 分 （ Ｈ ５ ） を 内 方 へ 突 出 さ せ た 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載
の ホ ー ス 接 続 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 ニ ッ プ ル （ １ ） の 先 端 側 外 周 面 （ １ ａ ） と ス リ ー ブ （ ２ ） の 内 筒 部 （ ２ ｂ ） と の 重 ね
合 わ せ 部 分 （ Ｓ ） に 、 ス リ ー ブ （ ２ ） の 内 筒 部 （ ２ ｂ ） か ら ホ ー ス 接 続 端 部 （ Ｈ １ ） の 内
周 面 （ Ｈ ３ ） へ 向 け て 突 出 す る 環 状 の 突 起 （ １ ｄ ） を 形 成 し た 請 求 項 １ 、 ２ ま た は ３ 記 載
の ホ ー ス 接 続 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 接 続 具 （ ３ ） が 、 ニ ッ プ ル （ １ ） の 先 端 に 対 し て 回 転 自 在 に 係 止 し た ナ ッ ト で あ り 、
こ の ナ ッ ト （ ３ ） の 基 端 に 、 ス リ ー ブ （ ２ ） の 外 筒 部 （ ２ ｃ ） と 接 近 し て 相 互 に 対 向 す る
係 合 部 （ ３ ｃ ） を 形 成 す る と 共 に 、 こ の ス リ ー ブ （ ２ ） の 先 端 面 （ ２ ａ ） と 、 ニ ッ プ ル （
１ ） の 先 端 に 突 設 さ れ た 鍔 部 （ １ ｃ ） と の 間 に 、 該 ナ ッ ト （ ３ ） に 突 設 さ れ た 凸 部 （ ３ ｂ
） を 軸 方 向 へ 挟 み 込 ん だ 請 求 項 １ 、 ２ 、 ３ ま た は ４ 記 載 の ホ ー ス 接 続 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 例 え ば 浴 槽 、 洗 面 化 粧 台 、 湯 沸 か し 器 、 ボ イ ラ ー 、 太 陽 熱 温 水 器 や 食 品 機 械
な ど に ホ ー ス を 配 管 接 続 す る た め の ホ ー ス 接 続 構 造 に 関 す る 。
　 詳 し く は 、 ホ ー ス の 接 続 端 部 に ニ ッ プ ル を 差 し 込 ん で 圧 接 さ せ 、 こ の ニ ッ プ ル の 先 端 に
他 の 機 器 と 連 結 す る 接 続 具 を 設 け た ホ ー ス 接 続 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 こ の 種 の ホ ー ス 接 続 構 造 と し て 、 円 筒 状 の カ バ ー で 覆 わ れ た ホ ー ス の 接 続 端 部 （
ホ ー ス 先 端 ） に 、 肉 厚 が 厚 い 鋳 造 の 竹 の 子 状 ニ ッ プ ル （ ホ ー ス 挿 入 体 ） を 差 し 込 ん で 、 そ
の 竹 の 子 部 分 と ホ ー ス 接 続 端 部 の 内 周 面 と を 圧 接 さ せ 、 こ の 竹 の 子 状 ニ ッ プ ル の 先 端 に は
、 ナ ッ ト を 回 転 可 能 に 止 着 す る 鍔 部 分 が 形 成 さ れ 、 こ の ナ ッ ト を 浴 槽 給 湯 接 続 管 の お ね じ
接 続 口 か 、 又 湯 沸 装 置 の 湯 沸 か ま の お ね じ 出 入 口 に 螺 合 し て 連 結 し た も の が あ る （ 例 え ば
、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
　 ま た 、 ホ ー ス 接 続 端 部 に 、 肉 厚 が 厚 い 鋳 造 の 竹 の 子 状 ニ ッ プ ル （ 円 筒 部 ） を 差 し 込 み 、
ホ ー ス の 上 か ら バ ン ド 締 め し て 、 該 ニ ッ プ ル の 竹 の 子 部 分 （ ホ ー ス 差 込 部 ） と ホ ー ス 接 続
端 部 の 内 周 面 と を 圧 接 さ せ 、 こ の 竹 の 子 状 ニ ッ プ ル の 先 端 に 遊 嵌 し た ナ ッ ト で 、 パ ッ キ ン
を 介 し て 給 水 配 管 に 接 続 し た も の も あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 登 録 実 用 新 案 第 ３ ０ ３ ３ ４ ２ ２ 号 公 報 （ 第 ２ － ４ 頁 、 図 １ － 図 ２ ）
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【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ２ ２ ２ ２ ８ ２ 号 公 報 （ 第 ２ － ３ 頁 、 図 １ － 図 ３ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 乍 ら 、 こ の よ う な 従 来 の ホ ー ス 接 続 構 造 で は 、 ナ ッ ト 以 外 に も 肉 厚 が 厚 い 鋳 造 の
ニ ッ プ ル を 使 う た め 、 構 造 全 体 が 重 く な る と 共 に 製 造 コ ス ト が 高 く な る と い う い う 問 題 が
あ っ た 。
　 更 に 、 ホ ー ス 接 続 端 部 の 内 周 面 と 竹 の 子 状 ニ ッ プ ル の 基 端 面 と の 間 に 大 き な 段 差 が で き
る た め 、 こ の 大 き な 段 差 に 湯 垢 や 髪 の 毛 な ど の 不 潔 な 溜 ま り が 発 生 し 易 く 、 不 衛 生 で あ る
ば か り で な く 悪 臭 な ど の 原 因 と な っ て 使 用 時 に 不 快 感 を 感 じ る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の う ち 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 簡 素 な 構 造 で あ り な が ら 必 要 と す る 全 体 的 な 強 度
と ホ ー ス 抜 け 防 止 機 能 を 同 時 に 達 成 す る こ と を 目 的 と し た も の で あ る 。
　 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 の 目 的 に 加 え て 、 ホ ー ス 内 面 と ニ ッ プ ル
の 基 端 面 を 大 き な 段 差 な し で 両 者 を 確 実 に 接 続 す る こ と を 目 的 と し た も の で あ る 。
　 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 発 明 の 目 的 に 加 え て 、 ホ ー ス 内 に ニ
ッ プ ル の 基 端 縁 が 段 差 状 に 突 出 す る の を 完 全 に 防 止 す る こ と を 目 的 と し た も の で あ る 。
　 請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 、 ２ ま た は ３ に 記 載 の 発 明 の 目 的 に 加 え て 、 ニ ッ プ ル
１ の 内 面 を 平 滑 に 維 持 し た ま ま ホ ー ス を 更 に 抜 け 難 く す る こ と を 目 的 と し た も の で あ る 。
　 請 求 項 ５ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 、 ２ 、 ３ ま た は ４ に 記 載 の 発 明 の 目 的 に 加 え て 、 ニ ッ
プ ル の 曲 が り 変 形 に よ る 破 損 を 確 実 に 防 止 す る こ と を 目 的 と し た も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 前 述 し た 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の う ち 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 ニ ッ プ ル の 先 端
側 外 周 面 に 沿 っ て 、 ホ ー ス 接 続 端 部 が 挿 着 さ れ る ス リ ー ブ の 内 筒 部 を 嵌 挿 し て 重 ね 合 わ せ
、 こ の 重 ね 合 わ せ 部 分 と 隣 り 合 う ニ ッ プ ル の 基 端 側 を 拡 径 し て ス リ ー ブ を ニ ッ プ ル の 基 端
側 へ 後 退 不 能 に 係 止 さ せ る と 共 に 、 ホ ー ス 接 続 端 部 の 外 周 面 を 内 方 へ 締 め 付 け て 、 そ の 内
周 面 を ニ ッ プ ル の 先 端 側 外 周 面 と ス リ ー ブ の 内 筒 部 と の 重 ね 合 わ せ 部 分 に 圧 接 さ せ た ま ま
保 持 す る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
　 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 の 構 成 に 、 前 記 ニ ッ プ ル を 肉 厚 が 薄 い 円 筒
状 に 形 成 し た 構 成 を 加 え た こ と を 特 徴 と す る 。
　 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 発 明 の 構 成 に 、 前 記 ホ ー ス 接 続 端 部 の
外 周 面 の 締 め 付 け で 、 ニ ッ プ ル の 基 端 縁 よ り も 後 方 に 配 置 さ れ た ホ ー ス 内 面 部 分 を 内 方 へ
突 出 さ せ た 構 成 を 加 え た こ と を 特 徴 と す る 。
　 請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 、 ２ ま た は ３ 記 載 の 発 明 の 構 成 に 、 前 記 ニ ッ プ ル の 先
端 側 外 周 面 と ス リ ー ブ の 内 筒 部 と の 重 ね 合 わ せ 部 分 に 、 ス リ ー ブ の 内 筒 部 か ら ホ ー ス 接 続
端 部 の 内 周 面 へ 向 け て 突 出 す る 環 状 の 突 起 を 形 成 し た 構 成 を 加 え た こ と を 特 徴 と す る 。
　 請 求 項 ５ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 、 ２ 、 ３ ま た は ４ 記 載 の 発 明 の 構 成 に 、 前 記 接 続 具 が
、 ニ ッ プ ル の 先 端 に 対 し て 回 転 自 在 に 係 止 し た ナ ッ ト で あ り 、 こ の ナ ッ ト の 基 端 に 、 ス リ
ー ブ の 外 筒 部 と 接 近 し て 相 互 に 対 向 す る 係 合 部 を 形 成 す る と 共 に 、 こ の ス リ ー ブ の 先 端 面
と 、 ニ ッ プ ル の 先 端 に 突 設 さ れ た 鍔 部 と の 間 に 、 該 ナ ッ ト に 突 設 さ れ た 凸 部 を 軸 方 向 へ 挟
み 込 ん だ 構 成 を 加 え た こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の う ち 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 ニ ッ プ ル の 先 端 側 外 周 面 に 沿 っ て 、 ホ ー ス 接 続 端
部 が 挿 着 さ れ る ス リ ー ブ の 内 筒 部 を 嵌 挿 し て 重 ね 合 わ せ る こ と に よ り 、 こ の 重 ね 合 わ せ 部
分 が 他 の 部 分 に 比 べ て 補 強 さ れ 、 該 重 ね 合 わ せ 部 分 と 隣 り 合 う ニ ッ プ ル の 基 端 側 を 拡 径 し
て ス リ ー ブ を ニ ッ プ ル の 基 端 側 へ 後 退 不 能 に 係 止 さ せ る こ と に よ り 、 ホ ー ス に そ の 抜 け 方
向 へ 力 が 作 用 し て も ス リ ー ブ と 共 に 後 退 し な い と 共 に 、 ホ ー ス 接 続 端 部 の 外 周 面 を 内 方 へ
締 め 付 け て 、 そ の 内 周 面 を ニ ッ プ ル の 先 端 側 外 周 面 と ス リ ー ブ の 内 筒 部 と の 重 ね 合 わ せ 部
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分 に 圧 接 さ せ た ま ま 保 持 す る こ と に よ り 、 ホ ー ス を 強 く 締 め 付 け て も 補 強 さ れ た 重 ね 合 わ
せ 部 分 は 変 形 し な い 。
　 従 っ て 、 簡 素 な 構 造 で あ り な が ら 必 要 と す る 全 体 的 な 強 度 と ホ ー ス 抜 け 防 止 機 能 を 同 時
に 達 成 す る こ と が で き る 。
　 そ の 結 果 、 ナ ッ ト 以 外 に も 肉 厚 が 厚 い 鋳 造 の ニ ッ プ ル を 使 う 従 来 の も の に 比 べ 、 構 造 全
体 の 軽 量 化 で き る と 共 に 製 造 コ ス ト を 大 幅 に 低 減 で き る 。
　 更 に 、 重 ね 合 わ さ れ た ス リ ー ブ の 内 筒 部 の ホ ー ス 当 接 面 と 拡 径 さ れ た ニ ッ プ ル の 基 端 側
と の 境 目 部 分 に 、 ホ ー ス 内 周 面 の 一 部 が 周 方 向 全 周 に 亘 っ て 食 い 込 む た め 、 ホ ー ス 内 周 面
沿 い に 伝 わ っ た 水 が 漏 れ 出 す こ と が な く 、 そ れ に よ り シ ー ル 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 請 求 項 １ の 発 明 の 効 果 に 加 え て 、 ニ ッ プ ル を 肉 厚 が 薄 い 円 筒 状 に 形
成 す る こ と に よ り 、 ホ ー ス 接 続 端 部 の 内 周 面 と ニ ッ プ ル の 基 端 面 と の 間 に 大 き な 段 差 が 発
生 し な い 。
　 従 っ て 、 ホ ー ス 内 面 と ニ ッ プ ル の 基 端 面 を 大 き な 段 差 な し で 両 者 を 確 実 に 接 続 す る こ と
が で き る 。
　 そ の 結 果 、 ホ ー ス 接 続 端 部 の 内 周 面 と 竹 の 子 状 ニ ッ プ ル の 基 端 面 と の 間 に で き た 大 き な
段 差 に 湯 垢 や 髪 の 毛 な ど が 付 着 し 易 い 従 来 の も の に 比 べ 、 湯 垢 や 髪 の 毛 な ど の 不 潔 な 溜 ま
り が 発 生 し な い か ら 常 に 衛 生 的 で 不 快 感 を 感 じ る こ と が な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ３ の 発 明 は 、 請 求 項 １ ま た は ２ の 発 明 の 効 果 に 加 え て 、 ホ ー ス 接 続 端 部 の 外 周 面
の 締 め 付 け で 、 ニ ッ プ ル の 基 端 縁 よ り も 後 方 に 配 置 さ れ た ホ ー ス 内 面 部 分 を 内 方 へ 突 出 さ
せ る こ と に よ り 、 こ の 突 出 し た ホ ー ス 内 面 部 分 で ニ ッ プ ル の 基 端 縁 が 覆 わ れ る 。
　 従 っ て 、 ホ ー ス 内 に ニ ッ プ ル の 基 端 縁 が 段 差 状 に 突 出 す る の を 完 全 に 防 止 す る こ と が で
き る 。
　 更 に 、 ホ ー ス の 接 続 状 態 で そ の 内 圧 上 昇 に よ り ホ ー ス 接 続 端 部 が 外 方 へ 膨 張 し て も 、 内
方 へ 突 出 し た ホ ー ス 内 面 部 分 に よ っ て 、 ニ ッ プ ル の 基 端 側 の 外 周 面 と ホ ー ス 接 続 端 部 の 内
周 面 と の 間 に 隙 間 が 発 生 し 難 い か ら 、 湯 垢 や 髪 の 毛 や 雑 菌 な ど の 異 物 が 侵 入 し て 詰 ま る の
を 防 止 で き 、 衛 生 的 に 維 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ４ の 発 明 は 、 請 求 項 １ 、 ２ ま た は ３ の 発 明 の 効 果 に 加 え て 、 ニ ッ プ ル の 先 端 側 外
周 面 と ス リ ー ブ の 内 筒 部 と の 重 ね 合 わ せ 部 分 に 、 ス リ ー ブ の 内 筒 部 か ら ホ ー ス 接 続 端 部 の
内 周 面 へ 向 け て 突 出 す る 環 状 の 突 起 を 形 成 す る こ と に よ り 、 こ の 内 筒 部 の 内 側 に は ニ ッ プ
ル が 配 置 さ れ る た め 、 該 ニ ッ プ ル の 内 面 は 凹 凸 が で き る こ と な く 平 滑 な ま ま で 、 ホ ー ス 接
続 端 部 の 内 周 面 と 環 状 の 突 起 が ホ ー ス 抜 け 方 向 へ 係 合 す る 。
　 従 っ て 、 ニ ッ プ ル １ の 内 面 を 平 滑 に 維 持 し た ま ま ホ ー ス を 更 に 抜 け 難 く す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ５ の 発 明 は 、 請 求 項 １ 、 ２ 、 ３ ま た は ４ の 発 明 の 効 果 に 加 え て 、 接 続 具 と し て ナ
ッ ト を 、 ニ ッ プ ル の 先 端 に 対 し 回 転 自 在 に 係 止 し 、 こ の ナ ッ ト の 基 端 に 、 ス リ ー ブ の 外 筒
部 と 接 近 し て 相 互 に 対 向 す る 係 合 部 を 形 成 す る と 共 に 、 こ の ス リ ー ブ の 先 端 面 と 、 ニ ッ プ
ル の 先 端 に 突 設 さ れ た 鍔 部 と の 間 に 、 該 ナ ッ ト の 一 端 開 口 に 突 設 さ れ た 凸 部 を 軸 方 向 へ 挟
み 込 む こ と に よ り 、 ホ ー ス 接 続 後 に ホ ー ス を 曲 げ る 方 向 へ 力 が か か っ て 、 ニ ッ プ ル の 先 端
部 に 対 し 曲 げ 力 が 作 用 し て も 、 ス リ ー ブ の 外 筒 部 が ナ ッ ト の 係 合 部 に 接 触 す る と 同 時 に 、
該 ス リ ー ブ の 先 端 面 が ナ ッ ト の 凸 部 に 接 近 し 、 場 合 に よ っ て は 当 接 し て 、 そ れ 以 上 の 曲 げ
力 が 抑 制 さ れ 、 ニ ッ プ ル の 先 端 部 が 変 形 し な い 。
　 従 っ て 、 ニ ッ プ ル の 曲 が り 変 形 に よ る 破 損 を 確 実 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の ホ ー ス 接 続 構 造 Ａ は 、 図 １ ～ 図 ３ に 示 す 如 く 、 ホ ー ス Ｈ の 接 続 端 部 Ｈ １ に 差 し
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込 む こ と で 一 体 化 さ れ る ニ ッ プ ル １ と 、 こ の ホ ー ス 接 続 端 部 Ｈ １ が 挿 着 さ れ る ス リ ー ブ ２
と 、 ニ ッ プ ル １ の 先 端 に 設 け ら れ る 接 続 具 ３ と か ら な り 、 上 記 ニ ッ プ ル １ の 先 端 側 外 周 面
１ ａ に ス リ ー ブ ２ の 内 筒 部 ２ ｂ を 嵌 挿 し て 一 体 化 さ せ た 後 に 、 こ れ ら ニ ッ プ ル １ と ス リ ー
ブ ２ の 外 筒 部 ２ ｃ と の 間 に ホ ー ス Ｈ の 接 続 端 部 Ｈ １ を 挿 着 す る と 共 に 、 接 続 具 ３ に よ っ て
該 ニ ッ プ ル １ と 他 の 機 器 （ 図 示 せ ず ） と を 着 脱 自 在 に 連 結 さ せ る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 ニ ッ プ ル １ は 、 例 え ば ス テ ン レ ス な ど の 変 形 可 能 な 剛 性 材 料 か ら な る 板 材 を プ レ ス
加 工 や そ の 他 の 成 形 加 工 す る こ と で 肉 厚 が 薄 い 円 筒 状 に 形 成 さ れ 、 そ の 先 端 側 外 周 面 １ ａ
に 沿 っ て 、 後 述 す る ス リ ー ブ ２ の 内 周 面 ２ ｂ ′ を 嵌 挿 し て 相 互 に 重 ね 合 わ せ る こ と に よ り
、 こ の 重 ね 合 わ せ 部 分 Ｓ が 他 の 部 分 に 比 べ て 補 強 さ れ 、 該 重 ね 合 わ せ 部 分 Ｓ と 隣 り 合 う ニ
ッ プ ル １ の 基 端 側 を 拡 径 し 、 こ の 拡 径 部 １ ｂ で ス リ ー ブ ２ を 後 退 不 能 に 係 止 さ せ る こ と に
よ り 、 ス リ ー ブ ２ が 後 方 へ 動 い て ニ ッ プ ル １ か ら 抜 け な い よ う に し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 ス リ ー ブ ２ は 、 例 え ば ス テ ン レ ス な ど の 変 形 可 能 な 剛 性 材 料 か ら な る 板 材 を プ レ ス
加 工 や そ の 他 の 成 形 加 工 す る こ と で 肉 厚 が 薄 い 二 重 の 円 筒 状 に 形 成 さ れ 、 ホ ー ス 接 続 端 部
Ｈ １ の 先 端 内 外 面 、 即 ち ホ ー ス 接 続 端 部 Ｈ １ の 先 端 切 断 面 Ｈ ２ 、 内 周 面 Ｈ ３ 及 び 外 周 面 Ｈ
４ と 夫 々 対 向 す る 環 状 部 ２ ａ と 内 筒 部 ２ ｂ と 外 筒 部 ２ ｃ と か ら な る 断 面 略 コ の 字 形 の 環 状
に 屈 曲 形 成 し 、 こ の 環 状 凹 部 に ホ ー ス 接 続 端 部 Ｈ １ を 挿 入 す る こ と で 、 そ の 先 端 切 断 面 Ｈ
２ 、 内 周 面 Ｈ ３ 及 び 外 周 面 Ｈ ４ が 覆 わ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 更 に 、 上 記 ス リ ー ブ ２ の 内 筒 部 ２ ｂ の 内 周 面 ２ ｂ ′ の 内 径 を 、 前 記 ニ ッ プ ル １ の 外 径 と
略 同 じ に 形 成 し 、 該 ニ ッ プ ル １ の 外 周 面 沿 い に 圧 入 し て 嵌 挿 さ せ る こ と に よ り 、 こ の 内 周
面 ２ ｂ ′ が 摺 動 し て 上 記 ニ ッ プ ル １ の 先 端 側 外 周 面 １ ａ と ガ タ 付 く こ と な く 圧 接 又 は 圧 着
し て 相 互 に 重 ね 合 わ せ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 そ の 後 工 程 で 、 こ の 重 ね 合 わ せ 部 分 Ｓ と 隣 り 合 う ニ ッ プ ル １ の 基 端 側 を 拡 径 加 工 し 、 こ
の 拡 径 部 １ ｂ で ス リ ー ブ ２ を ニ ッ プ ル １ の 基 端 側 へ 後 退 不 能 に 係 止 さ せ る こ と に よ り 、 こ
れ ら ニ ッ プ ル １ と ス リ ー ブ ２ と が 一 体 化 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 前 記 ニ ッ プ ル １ の 先 端 部 に 設 け ら れ る 接 続 具 ３ は 、 他 の 機 器 と し て 例 え ば 浴 槽 、
洗 面 化 粧 台 、 湯 沸 か し 器 、 ボ イ ラ ー 、 太 陽 熱 温 水 器 の 給 水 口 及 び 給 湯 口 な ど の ホ ー ス 接 続
口 に 給 湯 用 ホ ー ス 又 は 給 水 用 ホ ー ス を 接 続 す る 場 合 や 、 自 動 販 売 機 の 給 水 口 及 び 給 液 口 な
ど の ホ ー ス 接 続 口 に 飲 料 用 ホ ー ス を 接 続 す る た め の 部 品 で あ り 、 上 記 ホ ー ス 接 続 口 の 外 周
面 に 外 ネ ジ 部 が 刻 設 さ れ る 場 合 に は 、 こ れ と 対 応 す る 内 ネ ジ 部 ３ ａ を 該 接 続 具 ３ に 刻 設 し
、 ま た ホ ー ス 接 続 口 の 内 周 面 に 内 ネ ジ 部 が 刻 設 さ れ る 場 合 に は 、 こ れ と 対 応 す る 外 ネ ジ 部
を 該 接 続 具 ３ に 刻 設 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 そ し て 、 上 述 し た ニ ッ プ ル １ と ス リ ー ブ ２ が 一 体 化 さ れ た 状 態 で 、 ス リ ー ブ ２ の 環 状 凹
部 内 に ホ ー ス 接 続 端 部 Ｈ １ を 差 し 込 み 、 そ の 先 端 切 断 面 Ｈ ２ が ス リ ー ブ ２ の 環 状 部 ２ ａ に
突 き 当 た る ま で 押 し 込 ん だ 後 に 、 こ の ホ ー ス 接 続 端 部 Ｈ １ の 外 周 側 を 締 め 付 け 手 段 ４ で 内
方 へ 締 め 付 け る こ と に よ り 、 該 ホ ー ス 接 続 端 部 Ｈ １ の 内 周 面 Ｈ ３ を ニ ッ プ ル １ の 先 端 側 外
周 面 １ ａ と ス リ ー ブ ２ の 内 周 面 ２ ｂ ′ と の 重 ね 合 わ せ 部 分 Ｓ へ 向 け 押 圧 し て 圧 接 又 は 圧 着
さ せ て い る 。
　 以 下 、 本 発 明 の 各 実 施 例 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の 実 施 例 １ は 、 図 １ に 示 す 如 く 、 前 記 ス リ ー ブ ２ の 外 筒 部 ２ ｃ を 上 記 締 め 付 け 手 段 ４
と し て カ シ メ 機 ４ ａ に よ り カ シ メ て 縮 径 す る こ と で ホ ー ス 接 続 端 部 Ｈ １ の 外 周 面 Ｈ ４ を 間
接 的 に 締 め 付 け る 場 合 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
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　 上 記 カ シ メ 機 ４ ａ に は 、 駆 動 式 の カ シ メ 機 と 手 動 式 の カ シ メ 機 が あ り 、 手 動 式 の カ シ メ
機 を 使 え ば 、 現 場 で ホ ー ス 接 続 作 業 が 行 え る 。
　 そ の 好 ま し い 一 例 に よ れ ば 、 上 記 ス リ ー ブ ２ を 中 心 と し て 周 方 向 へ 等 間 隔 毎 に ８ 個 の カ
シ メ ダ イ ス を 夫 々 放 射 方 向 へ 往 復 動 自 在 に 配 設 し 、 そ の 作 動 に よ り 全 て の カ シ メ ダ イ ス を
同 時 に 突 出 さ せ る こ と で 八 方 締 め し て い る 。
　 そ の 他 の 例 と し て 、 ７ 個 以 下 又 は ９ 個 以 上 の 複 数 の カ シ メ ダ イ ス を 周 方 向 へ 等 間 隔 毎 に
夫 々 放 射 方 向 へ 往 復 動 自 在 に 配 設 し た り 、 或 い は そ れ 以 外 の 構 造 に 複 数 の カ シ メ ダ イ ス を
配 設 す る こ と で 、 他 の 形 状 に カ シ メ て 締 め 付 け る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 必 要 に 応 じ て 、 上 記 ス リ ー ブ ２ の 外 筒 部 ２ ｃ に は 、 そ の 先 端 側 に ホ ー ス 確 認 用 の 貫 通 孔
２ ｄ を 開 穿 し 、 こ の 貫 通 孔 ２ ｄ を 通 し て ホ ー ス Ｈ の 挿 入 位 置 を 確 認 可 能 に す る こ と が 好 ま
し い 。
　 更 に 、 こ の 外 筒 部 ２ ｃ の 基 端 縁 は 、 内 筒 部 ２ ｂ や ニ ッ プ ル １ の 基 端 位 置 よ り も 更 に 後 方
へ 突 出 す る よ う に 延 長 さ れ 、 上 記 貫 通 孔 ２ ｄ の 近 く か ら 該 基 端 縁 ま で を カ シ メ 加 工 す る こ
と に よ り 、 ホ ー ス 接 続 端 部 Ｈ １ の 外 周 面 Ｈ ４ に お い て ニ ッ プ ル １ の 基 端 位 置 よ り 後 方 の 部
分 も 含 め て 圧 縮 変 形 さ せ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 前 記 ニ ッ プ ル １ の 先 端 部 に は 、 接 続 具 ３ と し て ナ ッ ト を 遊 挿 し 、 こ の ナ ッ ト ３ の
一 端 開 口 に 突 設 さ れ た 凸 部 ３ ｂ と 、 該 ニ ッ プ ル １ の 先 端 に 突 設 さ れ た 鍔 部 １ ｃ と を 回 転 自
在 に 係 合 さ せ る こ と で 、 上 記 ナ ッ ト ３ を 回 転 自 在 に 係 止 す る と 共 に 、 こ の ナ ッ ト ３ を 回 転
操 作 し て 、 そ の 内 ネ ジ 部 ３ ａ を 前 記 他 の 機 器 の ホ ー ス 接 続 口 の 外 ネ ジ 部 （ 図 示 せ ず ） に 螺
合 さ せ る こ と に よ り 、 パ ッ キ ン Ｐ を 介 し て 他 の 機 器 の ホ ー ス 接 続 口 と 連 結 さ せ る よ う に し
て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 次 に 、 斯 か る ホ ー ス 接 続 構 造 Ａ の 接 続 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
　 先 ず 、 ニ ッ プ ル １ の 基 端 側 の 拡 径 部 １ ｂ か ら ホ ー ス 接 続 端 部 Ｈ １ を 差 し 込 み 、 ス リ ー ブ
２ の 内 筒 部 ２ ｂ と 外 筒 部 ２ ｃ の 間 で 開 口 す る 環 状 凹 部 に 挿 入 し て 、 該 ホ ー ス 接 続 端 部 Ｈ １
の 先 端 切 断 面 Ｈ ２ が ス リ ー ブ ２ の 環 状 部 ２ ａ に 突 き 当 た る ま で 押 し 込 む 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 際 、 ス リ ー ブ ２ の 外 筒 部 ２ ｃ の 先 端 側 に 開 穿 さ れ た ホ ー ス 確 認 用 の 貫 通 孔 ２ ｄ を 通
し て 、 ホ ー ス Ｈ の 挿 入 位 置 を 確 認 し な が ら ホ ー ス 接 続 端 部 Ｈ １ の 先 端 切 断 面 Ｈ ２ が ス リ ー
ブ ２ の 環 状 部 ２ ａ に 確 実 に 当 接 す る ま で 押 し 込 む こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 そ の 後 、 締 め 付 け 手 段 ４ の カ シ メ 機 ４ ａ で ス リ ー ブ ２ の 外 筒 部 ２ ｃ を カ シ メ て 縮 径 す る
と 、 ホ ー ス 接 続 端 部 Ｈ １ の 外 周 面 Ｈ ４ が 間 接 的 に 締 め 付 け ら れ て 、 ニ ッ プ ル １ と ス リ ー ブ
２ と の 間 に ホ ー ス 接 続 端 部 Ｈ １ が 移 動 不 能 に 封 じ 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の 際 、 ニ ッ プ ル １ の 先 端 側 外 周 面 １ ａ と ス リ ー ブ ２ の 内 周 面 ２ ｂ ′ と の 重 ね 合 わ せ 部
分 Ｓ は 、 他 の 部 分 に 比 べ て 補 強 さ れ る た め 、 締 め 付 け 手 段 ４ に て ホ ー ス 接 続 端 部 Ｈ １ を 強
く 締 め 付 け て も 変 形 せ ず 、 し か も ニ ッ プ ル １ の 拡 径 部 １ ｂ で ス リ ー ブ ２ を ニ ッ プ ル １ の 基
端 側 へ 後 退 不 能 に 係 止 し た か ら 、 ホ ー ス Ｈ に そ の 抜 け 方 向 へ 力 が 作 用 し て も ス リ ー ブ ２ が
ニ ッ プ ル １ か ら 抜 け な い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 そ の 結 果 、 接 続 具 ３ の ナ ッ ト 以 外 は 鋳 造 部 品 を 使 わ な い 簡 素 な 構 造 で あ り な が ら 必 要 と
す る 全 体 的 な 強 度 と ホ ー ス 抜 け 防 止 機 能 を 同 時 に 達 成 で き る 。
　 更 に 、 ホ ー ス 接 続 端 部 Ｈ １ の 内 周 面 Ｈ ３ と ニ ッ プ ル １ の 基 端 面 と の 間 に 大 き な 段 差 が で
き る こ と な く 両 者 を 確 実 に 接 続 で き る か ら 、 湯 垢 や 髪 の 毛 な ど の 不 潔 な 溜 ま り が 発 生 し な
い か ら 常 に 衛 生 的 で 不 快 感 を 感 じ る こ と が な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 更 に 、 本 実 施 例 で は 、 締 め 付 け 手 段 ４ の カ シ メ 機 ４ ａ に よ る ス リ ー ブ ２ の 外 筒 部 ２ ｃ 及
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び ホ ー ス 接 続 端 部 Ｈ １ の 外 周 面 Ｈ ４ の 締 め 付 け で 、 ニ ッ プ ル １ の 基 端 位 置 よ り 後 方 の 部 分
も 含 め て 圧 縮 変 形 さ せ る た め 、 ニ ッ プ ル １ の 基 端 縁 よ り も 後 方 に 配 置 さ れ た ホ ー ス 内 面 部
分 Ｈ ５ が 内 方 へ 膨 出 変 形 し て 突 出 し 、 こ の 突 出 し た ホ ー ス 内 面 部 分 Ｈ ５ で ニ ッ プ ル １ の 基
端 縁 が 覆 わ れ る 。
　 そ の 結 果 、 ホ ー ス 接 続 端 部 Ｈ １ 内 に ニ ッ プ ル １ の 基 端 縁 が 段 差 状 に 突 出 す る の を 完 全 に
防 止 で き 、 そ れ に よ り 湯 垢 や 髪 の 毛 な ど の 不 潔 な 溜 ま り が よ り 一 層 発 生 し な い と い う 利 点
が あ る 。
　 特 に 、 上 記 ス リ ー ブ ２ の 外 筒 部 ２ ｃ の 基 端 縁 を ニ ッ プ ル １ の 基 端 位 置 よ り も 更 に 後 方 へ
突 出 す る よ う に 延 長 さ せ た 場 合 に は 、 ホ ー ス Ｈ の 接 続 状 態 で そ の 内 圧 上 昇 に よ り 該 ホ ー ス
Ｈ 及 び ホ ー ス 接 続 端 部 Ｈ １ が 外 方 へ 膨 張 し て も 、 ニ ッ プ ル １ の 基 端 側 （ 拡 径 部 １ ｂ ） の 外
周 面 と ホ ー ス 接 続 端 部 Ｈ １ の 内 周 面 Ｈ ３ と の 間 に 隙 間 が で き ず 、 そ れ よ り 湯 垢 や 髪 の 毛 や
雑 菌 な ど の 異 物 が 侵 入 し て 詰 ま る の を 防 止 で き 、 長 期 に 亘 っ て 衛 生 的 に 維 持 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ れ と 同 時 に 、 圧 縮 変 形 で 押 し 潰 さ れ た ホ ー ス 材 料 が 貫 通 孔 ２ ｄ か ら は み 出 て 軸 方 向 へ
移 動 不 能 に 係 合 す る 。
　 そ の 結 果 、 ス リ ー ブ ２ か ら ホ ー ス Ｈ が 更 に 抜 け 難 く な る と い う 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 ニ ッ プ ル １ の 先 端 側 外 周 面 １ ａ に 沿 っ て ス リ ー ブ ２ の 内 周 面 ２ ｂ ′ を 嵌 挿 し て 重
ね 合 わ せ た た め 、 ニ ッ プ ル １ の 外 周 面 と ス リ ー ブ ２ の 内 筒 部 ２ ｂ と の 間 に は 段 部 ５ が 形 成
さ れ 、 上 述 し た 締 め 付 け 手 段 ４ で ホ ー ス 接 続 端 部 Ｈ １ の 外 周 面 Ｈ ４ を 締 め 付 け る こ と に よ
り 、 該 ホ ー ス 接 続 端 部 Ｈ １ の 内 周 面 Ｈ ３ が 上 記 段 部 ５ に 沿 っ て 段 状 に 変 形 す る か ら 、 こ の
段 部 ５ で ホ ー ス 内 周 面 Ｈ ３ に 沿 っ て 浸 入 す る 流 体 が 止 め ら れ る と い う 利 点 も あ る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の 実 施 例 ２ は 、 図 ２ に 示 す 如 く 、 前 記 ス リ ー ブ ２ の 外 筒 部 ２ ｃ を 内 筒 部 ２ ｂ よ り も 短
く 形 成 し て 、 ホ ー ス 接 続 端 部 Ｈ １ の 外 周 面 Ｈ ４ が 広 く 露 出 さ れ 、 こ の 露 出 部 分 を 締 め 付 け
手 段 ４ と し て ホ ー ス バ ン ド ４ ｂ に よ り 直 接 的 に 周 方 向 へ 締 め 付 け て 圧 縮 変 形 さ せ る 構 成 が
、 前 記 図 １ に 示 し た 実 施 例 １ と は 異 な り 、 そ れ 以 外 の 構 成 は 図 １ に 示 し た 実 施 例 １ と 同 じ
も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 示 例 の 場 合 に は 、 ホ ー ス バ ン ド ４ ｂ に よ る 締 め 付 け で 、 ホ ー ス 接 続 端 部 Ｈ １ の 内 周 面
Ｈ ３ を ニ ッ プ ル １ の 先 端 側 外 周 面 １ ａ と ス リ ー ブ ２ の 内 周 面 ２ ｂ ′ と の 重 ね 合 わ せ 部 分 Ｓ
の み に 圧 接 さ せ て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ ず 、 図 示 せ ぬ が 上 述 し た 実 施 例 １ の よ う に 、 ニ
ッ プ ル １ の 基 端 位 置 よ り 後 方 の 部 分 も 含 め て 圧 縮 変 形 さ せ る こ と に よ り 、 ニ ッ プ ル １ の 基
端 縁 よ り も 後 方 に 配 置 さ れ た ホ ー ス 内 面 部 分 を 内 方 へ 膨 出 変 形 し て 突 出 し 、 こ の 突 出 し た
ホ ー ス 内 面 部 分 で ニ ッ プ ル １ の 基 端 縁 が 覆 わ れ る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 従 っ て 、 図 ２ に 示 す も の は 、 前 記 図 １ に 示 し た 実 施 例 １ と 同 様 な 作 用 効 果 が 得 ら れ る 。
　 な お 、 ス リ ー ブ ２ の 外 筒 部 ２ ｃ の 基 端 縁 を 図 示 さ れ る も の よ り も 後 方 へ 延 長 し て 、 ホ ー
ス バ ン ド ４ ｂ の 適 切 な バ ン ド 取 り 付 け 位 置 を 案 内 す る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 図 ２ に 示 す 如 く 、 前 記 ニ ッ プ ル １ の 先 端 側 外 周 面 １ ａ と ス リ ー ブ ２ の 内 筒 部 ２ ｂ
の 内 周 面 ２ ｂ ′ と の 重 ね 合 わ せ 部 分 Ｓ に 、 ス リ ー ブ ２ の 内 筒 部 ２ ｂ か ら ホ ー ス 接 続 端 部 Ｈ
１ の 内 周 面 Ｈ ３ へ 向 け て 突 出 す る 環 状 の 突 起 １ ｄ を 一 体 形 成 す る こ と に よ り 、 こ の 内 筒 部
２ ｂ の 内 側 に は ニ ッ プ ル １ が 配 置 さ れ る た め 、 該 ニ ッ プ ル １ の 内 面 は 凹 凸 が で き る こ と な
く 平 滑 な ま ま で 、 ホ ー ス 接 続 端 部 Ｈ １ の 内 周 面 Ｈ ３ と 環 状 の 突 起 １ ｄ が ホ ー ス 抜 け 方 向 へ
係 合 す る 。
　 そ の 結 果 、 ニ ッ プ ル １ の 内 面 を 平 滑 に 維 持 し た ま ま ホ ー ス が 更 に 抜 け 難 く な っ て 、 ホ ー
ス バ ン ド ４ ｂ で は カ シ メ に 比 ベ 締 め 付 け ト ル ク が 不 足 し て も 、 ホ ー ス 抜 け を 確 実 に 防 止 で
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き る と い う 利 点 が あ る 。
【 実 施 例 ３ 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の 実 施 例 ３ は 、 図 ３ に 示 す 如 く 、 前 記 接 続 具 ３ と し て ナ ッ ト の 基 端 に 、 上 記 ス リ ー ブ
２ の 外 筒 部 ２ ｃ と 接 近 し て 相 互 に 対 向 す る 係 合 部 ３ ｃ を 形 成 す る と 共 に 、 こ の ス リ ー ブ ２
の 先 端 面 で あ る 環 状 部 ２ ａ と 、 ニ ッ プ ル １ の 先 端 に 突 設 さ れ た 鍔 部 １ ｃ と の 間 に 、 該 ナ ッ
ト ３ の 一 端 開 口 に 突 設 さ れ た 凸 部 ３ ｂ を 軸 方 向 へ 挟 み 込 ん だ 構 成 が 、 前 記 図 １ に 示 し た 実
施 例 １ と は 異 な り 、 そ れ 以 外 の 構 成 は 図 １ に 示 し た 実 施 例 １ と 同 じ も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 示 例 の 場 合 に は 、 上 記 ナ ッ ト ３ の 基 端 面 に 環 状 の 係 合 部 ３ ｃ を 一 体 に 突 設 し て 、 こ の
係 合 部 ３ ｃ を 上 記 ス リ ー ブ ２ の 外 筒 部 ２ ｃ の 外 側 ま で 延 長 す る こ と に よ り 、 ス リ ー ブ ２ の
環 状 部 ２ ａ 及 び 外 筒 部 ２ ｃ と 嵌 り 合 う 凹 部 ３ ｄ が 形 成 さ れ て い る 。
　 更 に 、 ニ ッ プ ル １ の 基 端 縁 を 内 方 へ 湾 曲 さ せ る な ど し て 、 そ の 外 縁 部 分 に 面 取 り 部 １ ｅ
を 形 成 す る こ と に よ り 、 ホ ー ス Ｈ が 屈 曲 し て そ の 内 周 面 Ｈ ３ が 接 触 し た り 、 擦 れ た と し て
も 、 傷 が 付 か な い よ う に す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 な お 、 上 記 ス リ ー ブ ２ の 外 筒 部 ２ ｃ の 基 端 縁 を ニ ッ プ ル １ の 基 端 位 置 よ り も 前 方 位 置 で
外 方 へ 若 干 拡 開 さ せ て い る が 、 図 １ に 示 し た 実 施 例 １ と 同 様 に 、 上 記 ス リ ー ブ ２ の 外 筒 部
２ ｃ の 基 端 縁 を ニ ッ プ ル １ の 基 端 位 置 よ り も 更 に 後 方 へ 突 出 す る よ う に 延 長 さ せ て も 良 い
。
　 そ し て 、 ニ ッ プ ル １ の 先 端 に 突 設 さ れ る フ ラ ン ジ 部 １ ｃ を テ ー パ ー 状 に 拡 開 し 、 そ れ に
沿 っ て テ ー パ ー 状 の パ ッ キ ン Ｐ を 介 し て 他 の 機 器 の ホ ー ス 接 続 口 と 連 結 さ せ る よ う に し て
い る が 、 図 １ に 示 し た 実 施 例 １ と 同 様 に 、 ニ ッ プ ル １ の 先 端 に フ ラ ン ジ 部 １ ｃ を 略 直 角 に
屈 曲 し て 、 円 盤 状 の パ ッ キ ン Ｐ を 介 在 さ せ る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 従 っ て 、 図 ３ に 示 す 実 施 例 ３ は 、 前 記 図 １ に 示 し た 実 施 例 １ と 同 様 な 作 用 効 果 が 得 ら れ
る 。
　 ま た 、 上 述 し た 実 施 例 １ 及 び 実 施 例 ２ の 場 合 に は 、 ニ ッ プ ル １ の 先 端 部 に 接 続 具 ３ と し
て ナ ッ ト を 回 転 自 在 に 係 止 し 、 こ の ナ ッ ト ３ の 回 転 操 作 で そ の 内 ネ ジ 部 ３ ａ を 他 の 機 器 の
ホ ー ス 接 続 口 の 外 ネ ジ 部 に 螺 合 さ せ て ホ ー ス Ｈ の 接 続 作 業 を 行 う が 、 該 ナ ッ ト ３ の 基 端 面
と ス リ ー ブ ２ の 環 状 部 ２ ａ と の 間 に は 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す 如 く 隙 間 が で き て し ま う 。
　 こ の よ う な 接 続 状 態 で 、 ホ ー ス Ｈ に 手 足 を 引 っ 掛 け る な ど し て 該 ホ ー ス Ｈ を 曲 げ る 方 向
へ 力 が か か る と 、 そ の 曲 げ 力 が ニ ッ プ ル １ の 先 端 部 に 集 中 す る 。
　 特 に 、 こ の ニ ッ プ ル １ の 先 端 部 は ス リ ー ブ ２ と 重 ね 合 っ て お ら ず 肉 厚 が 薄 い た め 、 上 記
曲 げ 力 に よ り ス リ ー ブ ２ の 先 端 面 で あ る 環 状 部 ２ ａ が ナ ッ ト ３ の 基 端 面 に 突 き 当 た る ま で
折 り 曲 が っ て し ま い 、 破 損 す る 恐 れ も あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ れ に 対 し 、 図 ３ に 示 す 実 施 例 ３ は 、 ホ ー ス 接 続 後 に ホ ー ス Ｈ を 曲 げ る 方 向 へ 力 が か か
っ て 、 ニ ッ プ ル １ の 先 端 部 に 対 し 曲 げ 力 が 作 用 し て も 、 ス リ ー ブ ２ の 外 筒 部 ２ ｃ が ナ ッ ト
３ の 係 合 部 ３ ｃ に 接 触 す る と 同 時 に 、 該 ス リ ー ブ ２ の 先 端 面 で あ る 環 状 部 ２ ａ が ナ ッ ト ３
の 凸 部 ３ ｂ に 接 近 し 、 場 合 に よ っ て は 当 接 す る こ と に よ り 、 そ れ 以 上 の 曲 が り が 抑 制 さ れ
て ニ ッ プ ル １ の 先 端 部 は 変 形 し な い 。
　 そ の 結 果 、 前 記 実 施 例 １ 及 び 実 施 例 ２ よ り も 、 ニ ッ プ ル １ の 曲 が り 変 形 に よ る 破 損 を 確
実 に 防 止 で き る と い う 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 尚 、 前 示 実 施 例 で は 、 ニ ッ プ ル １ の 先 端 に 突 設 さ れ た フ ラ ン ジ 部 １ ｃ に 接 続 具 ３ と し て
ナ ッ ト を 回 転 自 在 に 係 合 し 、 こ の ナ ッ ト ３ の 回 転 操 作 で 、 そ の 内 ネ ジ 部 ３ ａ を 他 の 機 器 の
ホ ー ス 接 続 口 の 外 ネ ジ 部 に 螺 合 さ せ る こ と に よ り 、 パ ッ キ ン Ｐ を 介 し て 他 の 機 器 の ホ ー ス
接 続 口 と 連 結 さ せ た が 、 こ れ に 限 定 さ れ ず 、 図 示 せ ぬ が ニ ッ プ ル １ の 先 端 外 周 面 に 外 ネ ジ
部 を 刻 設 し 、 そ の 回 転 操 作 で 、 他 の 機 器 の ホ ー ス 接 続 口 の 内 ネ ジ 部 に 螺 合 さ せ て 連 結 し て
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も 良 い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 前 述 し た 実 施 例 ２ で は 、 ス リ ー ブ ２ の 内 筒 部 ２ ｂ か ら ホ ー ス 接 続 端 部 Ｈ １ の 内 周
面 Ｈ ３ へ 向 け て 突 出 す る 環 状 の 突 起 １ ｄ を 一 体 形 成 し た が 、 こ れ に 限 定 さ れ ず 、 こ の 環 状
突 起 １ ｄ の 数 及 び 位 置 は 図 示 例 以 外 で あ っ て も 良 く 、 更 に ス リ ー ブ ２ の 内 筒 部 ２ ｂ に 環 状
の 突 起 １ ｄ を 固 着 す る な ど し て 突 設 し た り 、 前 記 図 １ に 示 し た 実 施 例 １ に 環 状 突 起 １ ｄ を
一 体 形 成 す る か 又 は 突 設 し て も 良 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 １ を 示 す ホ ー ス 接 続 構 造 の 一 部 切 欠 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 ２ を 示 す ホ ー ス 接 続 構 造 の 一 部 切 欠 正 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 ３ を 示 す ホ ー ス 接 続 構 造 の 一 部 切 欠 正 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 Ａ 　 ホ ー ス 接 続 構 造 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｈ 　 ホ ー ス
　 Ｈ １ 　 接 続 端 部 、 ホ ー ス 接 続 端 部 　 　 　 Ｈ ２ 　 先 端 切 断 面
　 Ｈ ３ 　 内 周 面 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｈ ４ 　 外 周 面
　 Ｈ ５ 　 ホ ー ス 内 面 部 分 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｐ 　 パ ッ キ ン
　 Ｓ 　 重 ね 合 わ せ 部 分 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ 　 ニ ッ プ ル
　 １ ａ 　 先 端 側 外 周 面 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ｂ 　 拡 径 部
　 １ ｃ 　 鍔 部 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ｄ 　 突 起
　 ２ 　 ス リ ー ブ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ ａ 　 先 端 面 （ 環 状 部 ）
　 ２ ｂ 　 内 筒 部 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ ｂ ′ 　 内 周 面
　 ２ ｃ 　 外 筒 部 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ２ ｄ 　 貫 通 孔
　 ３ 　 接 続 具 、 ナ ッ ト 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ３ ａ 　 内 ネ ジ 部
　 ３ ｂ 　 凸 部 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ３ ｃ 　 係 合 部
　 ３ ｄ 　 凹 部 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ４ 　 締 め 付 け 手 段
　 ４ ａ 　 カ シ メ 機 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ４ ｂ 　 ホ ー ス バ ン ド
　 ５ 　 段 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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